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背景
 HPCクラスタの問題点として、HPCクラスタを用いるための
前提知識が多く、利用するまでの学習コストが大きい 
シェルなどのコマンドラインインタフェース 
SSH鍵ペアの生成と公開鍵の登録 
ジョブスケジューラ 
• スパコンによって異なる場合もある 
計算ノード上でリモートデスクトップやJupyterLabなどの 
GUIアプリケーションを対話的に実行したい要望があるが、 
その手順は複雑 
リモートデスクトップの設定や、SSHトンネリングの設定
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Open OnDemand

HPCクラスタ用のWebポータルOpen OnDemandに着目 
オハイオ州立大学が中心となって開発 
オープンソースソフトウェア 
250以上の世界中の機関で利用されている 

WebブラウザからHPCクラスタの操作が可能 
他のソフトウェアのインストールは不要 
ファイルのアップロード・ダウンロード、ジョブ投入と 
監視、CLIによるシェルアクセス 
計算ノード上でGUIアプリケーションを簡易に利用可能 
フレームワークによる新しいアプリ開発も可能

https://openondemand.org
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アプリケーションの種類
Passenger Application：Open OnDemandが 
インストールされたWebサーバで動作する 
アプリケーション （ファイルのアップロードなど） 
Interactive Application：計算ノード上で動作する 
アプリケーション 
リモートデスクトップやJupyterLabなどの対話型GUI 
アプリケーション 
対話的操作が不要な通常のバッチジョブも可能

アイコンをクリックして 
アプリケーションを起動する
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デフォルトのPassenger Applications

・Home Directory：ファイルの 
アップロード・ダウンロード・ 
編集が可能。rcloneと組合せる 
ことでAmazon S3などの外部 
ストレージとの連携も可能。

・Active Jobs ：ジョブの監視

・Job Composer：ジョブの投入

・Shell：Webターミナル

Home Directory Active Jobs

Job Composer Shell

フレームワークを用いることで 
新しいアプリケーションを開発も 
できる



6

Interactive Applicationの例（リモートデスクトップ）

クリック クリック

必要事項を入力し、ジョブの 
投入を行う リモートデスクトップが 

ブラウザから操作できる

クリック

ジョブが起動するまで待つ
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Interactive Applicationの動作フロー
1. Webブラウザを用いてOpen OnDemandサーバに 
  ログイン 
2. ログインのためのユーザ認証 
3. アプリケーションの実行命令が発行されると， 
  計算ノードにジョブを投入 
4. ジョブが実行されるまで待機 
5. ジョブの実行時に，計算ノードのIPアドレスなどの情報をOpen OnDemandサーバに送信し、 
  リバースプロキシを設定（バッチジョブの場合は、ジョブの実行のみが行われ、ここで終了） 
6. リバースプロキシ用のURLを用いて，WebブラウザからHPCシステム内部の計算ノードに接続

認証サーバ・ジョブスケジューラ・計算ノードは 
HPCクラスタが提供するサービス
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「富岳」の場合の従来のログイン手順との違い
「富岳」の従来のログイン手順 
1. クライアント証明書をWebブラウザにインストール 
2. Webブラウザで「富岳」の利用者ポータルにログイン 
3.（SSH鍵ペアがなければ） ローカルPCでSSH鍵ペアを作成 
4. SSHの公開鍵を「富岳」の利用者ポータルに登録 
5. ログインノードにSSHでログイン 

「富岳」のOpen OnDemandを用いたログイン手順 
1. クライアント証明書をユーザのWebブラウザに 
  インストール（上と同じ） 
2. WebブラウザでOpen OnDemandサーバに 
  ログイン

Web上におけるシングルサインオンを 
実現するためのソフトウェアKeycloakを 
認証サーバに利用
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負荷について
2023年8月21日～25日に、高校生を対象としたスーパーコンピューティングコンテストを 
富岳を使って開催 
昨年まではSSH + ターミナルを使っていたが、今年は 
Open OnDemandを採用 
PuTTYやWinSCPの利用、鍵の生成や登録の説明が 
なくなった。説明がOS非依存になった。 
最大70名の同時利用だったが、問題なかった 
Intel Xeon Gold  
6338 x 2、 
256GBのサーバ


